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）
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）

本
法
律
案
は
、
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
金
融
資
本
市
場
の
構
造
改
革
を
促
進
し
、
保
険
契
約
者
等
の
保
護
の
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
保
険
業
法
の
適
用
範
囲
及
び
保
険
契
約
者
保
護
制
度
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
少
額
短
期
保
険

業
者
の
特
例
の
創
設
、
特
別
勘
定
で
経
理
さ
れ
た
保
険
契
約
の
更
生
手
続
に
お
け
る
取
扱
い
の
見
直
し
、
保
険
会
社
の
子
会
社

規
制
の
緩
和
を
行
う
等
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
少
額
短
期
保
険
業
者
の
特
例
の
創
設
等

１

保
険
業
の
定
義
を
見
直
し
、
特
定
の
者
を
相
手
方
と
し
て
保
険
の
引
受
け
を
行
う
事
業
に
つ
い
て
も
保
険
業
に
含
め
、

原
則
と
し
て
保
険
業
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
法
律
に
特
別
の
規
定
の
あ
る
も
の
、
会
社
等
が
役
員
・
使

用
人
等
を
相
手
方
と
し
て
行
う
も
の
、
労
働
組
合
が
組
合
員
等
を
相
手
方
と
し
て
行
う
も
の
、
学
校
が
学
生
等
を
相
手
方

と
し
て
行
う
も
の
等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
保
険
業
法
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

２

少
額
短
期
保
険
業
者
（
一
定
の
事
業
規
模
の
範
囲
内
で
少
額
短
期
の
保
険
の
み
の
引
受
け
を
行
う
事
業
者
）
に
係
る
登

録
制
度
を
設
け
る
ほ
か
、
当
該
事
業
者
の
業
務
運
営
に
関
す
る
措
置
、
募
集
規
制
、
業
務
報
告
書
の
提
出
、
内
閣
総
理
大
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臣
に
よ
る
検
査
・
監
督
、
保
険
契
約
の
包
括
移
転
等
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
。

３

特
定
の
者
を
相
手
方
と
し
て
保
険
の
引
受
け
を
行
う
事
業
者
に
対
し
て
二
年
間
の
移
行
期
間
を
設
け
る
等
、
所
要
の
経

過
措
置
を
講
ず
る
。

４

本
法
律
の
施
行
後
五
年
以
内
に
、
少
額
短
期
保
険
業
者
そ
の
他
の
保
険
業
に
係
る
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
。

二
、
保
険
契
約
者
保
護
制
度
の
見
直
し
等

１

保
険
契
約
者
保
護
の
た
め
に
契
約
の
存
続
を
図
る
必
要
性
が
低
い
こ
と
等
の
特
性
を
有
す
る
保
険
契
約
に
つ
い
て
、
保

険
会
社
等
の
破
綻
後
一
定
期
間
は
そ
の
特
性
に
応
じ
た
補
償
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
。
ま

た
、
当
該
保
険
会
社
等
の
破
綻
処
理
に
際
し
て
は
、
破
綻
等
が
生
じ
た
時
以
後
に
発
生
す
る
解
約
返
戻
金
等
の
う
ち
当
該

保
険
契
約
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
、
他
の
保
険
契
約
に
係
る
解
約
返
戻
金
等
に
比
べ
て
不
利
な
内
容
を
伴
う
契
約
条
件
の

変
更
等
が
で
き
な
い
よ
う
措
置
す
る
。

２

保
険
会
社
の
破
綻
処
理
時
の
責
任
準
備
金
等
の
補
償
率
に
つ
い
て
は
、
保
険
契
約
の
種
類
、
予
定
利
率
そ
の
他
の
内
容

等
を
勘
案
し
て
定
め
る
。
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３

保
険
金
等
が
運
用
実
績
に
連
動
す
る
保
険
契
約
に
関
し
、
特
別
勘
定
に
お
け
る
分
別
管
理
の
義
務
規
定
を
設
け
る
と
と

も
に
、
当
該
保
険
契
約
に
つ
い
て
、
保
険
会
社
の
破
綻
処
理
時
に
責
任
準
備
金
を
削
減
し
な
い
旨
の
取
扱
い
を
可
能
と
す

る
た
め
、
更
生
手
続
に
お
け
る
当
該
契
約
の
取
扱
い
を
見
直
す
。

４

平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
末
ま
で
の
間
に
破
綻
し
た
生
命
保
険
契
約
者
保
護
機
構
の
会
員
で
あ
る
保
険
会
社

の
破
綻
処
理
に
お
い
て
、
資
金
援
助
等
に
要
し
た
費
用
を
会
員
の
負
担
金
の
み
で
賄
う
こ
と
が
困
難
と
認
め
る
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
政
府
は
、
予
算
で
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
で
、
当
該
機
構
に
対
し
、
当
該
費
用
の
全
部
又
は
一

部
に
相
当
す
る
金
額
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

本
法
律
の
施
行
後
三
年
以
内
に
、
生
命
保
険
契
約
者
保
護
機
構
の
資
金
援
助
等
の
費
用
に
か
か
る
負
担
の
在
り
方
や
４

に
関
す
る
規
定
の
継
続
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
適
切
な
見
直
し
を
行
う
。

三
、
そ
の
他

１

保
険
会
社
は
、
船
主
相
互
保
険
組
合
の
業
務
の
代
理
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
船
主
相
互
保
険
組
合
は
、
内

閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
、
損
害
保
険
会
社
等
の
業
務
の
代
理
等
及
び
船
舶
等
の
出
資
者
等
に
係
る
損
害
保
険
事
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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２

従
属
業
務
を
営
む
子
会
社
と
し
て
保
険
会
社
又
は
保
険
持
株
会
社
が
保
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
子
会
社
の
範
囲
を
拡
大

し
、
当
該
保
険
会
社
又
は
保
険
持
株
会
社
及
び
そ
れ
ら
の
子
会
社
以
外
の
こ
れ
ら
に
類
す
る
者
が
営
む
業
務
の
た
め
に
そ

の
業
務
を
営
ん
で
い
る
も
の
も
含
め
る
。

四
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
保
険
契
約
者
保
護
制
度
の
見
直
し
等
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
、
そ
の
他

の
規
定
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か

ら
施
行
す
る
。


